
令和8年(2026年)⽕薬類事故(速報)

〔Ⅰ〕 総括表 (取扱・種類別一覧表) 令和8年4⽉30⽇までに報告のあったもの

取扱 種類 件数 計 人数 計 件数 計

産業火薬 1 0 0 － 1 2
製造中 煙  火 0 0 0 － 0 0

がん具煙火 0 0 0 － 0 0
産業火薬 0 0 0 － 0 3

消費中 煙  火 4 0 1 － 4 6
がん具煙火 0 0 0 － 0 2
産業火薬 0 0 0 － 0 0

運搬中 煙  火 0 0 0 － 0 0
がん具煙火 0 0 0 － 0 0
産業火薬 0 0 0 － 0 0

貯蔵中 煙  火 0 0 0 － 0 0
がん具煙火 0 0 0 － 0 0
産業火薬 0 0 0 － 0 0

玩弄中 煙  火 0 0 0 － 0 0
がん具煙火 1 0 0 － 1 0
産業火薬 1 0 0 － 0 1

その他 煙  火 0 0 0 － 0 0
がん具煙火 0 0 0 － 0 0
産業火薬 2 0 0 － 1 6

合  計 煙  火 4 0 1 － 4 6
がん具煙火 1 0 0 － 1 2
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項  目
件 数 死亡者数 負傷者数 件 数

事故 (A,B1,B2,C1,C2) 異常事象(H)



〔Ⅱ〕 事故一覧 令和8年4⽉30⽇までに報告のあったもの

注) 「死」欄は死亡者数、「傷」欄は重傷者数－軽傷者数、「級」欄は事故分類(A,B1,B2,C1,C2)及び異常事象(H)を表す。

(産業火薬)
1. 製造中
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 1⽉9⽇(⾦)
09:00頃

群馬県
渋川市 0 0 - 0 H

【発⽕】道路作業⽤信号炎管(⽕薬量約320g)の製造中、仕上げ
⼯室において、半製品のキャップに不具合があったためこれを除去しよ
うとしたところ、キャップ内側の擦り付け紙が炎管の発⽕薬と接触し、
摩擦により発⽕薬が着⽕、燃焼した。作業者が、すぐ側の防⽕バケ
ツの水で消⽕した。

2 3⽉16⽇(⽉)
14:30頃

愛知県
尾張旭市 0 0 - 1 C1

【廃棄中】【暴発】⽕薬類製造⼯場の⼯室において、着管薬莢(薬
莢に銃⽤雷管を装填した⽕⼯品)の不良品を廃棄するため、薬莢と
銃⽤雷管に分解する作業を⾏っていたところ、何らかの原因で取り外
した銃⽤雷管が暴発し、既に取り外していた複数の銃⽤雷管が殉爆
して、作業者が胸部等挫創及び⽕傷、両鼓膜穿孔の軽傷を負っ
た。

3 4⽉8⽇(水)
09:27頃

宮崎県
延岡市 0 0 - 0 H

【発⽕】⽕薬類製造⼯場の⼯室において、雷管⽤原管に添装薬、
起爆薬等を圧塡する作業を⾏っていたところ、圧塡後の原管を木枠
から自動で抜き取る設備から炎と煙が発生したが、数分後には煙が
収まった。

3件 0 0 - 1

2. 消費中
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 2⽉3⽇(⽕)
09:12頃

北海道
仁木町 0 0 - 0 H

【⾶⽯】鉄道建設のためトンネル掘進発破を⾏ったところ、トンネルの
反対側の切⽻の吹付けコンクリートが剥離して⾶散し、コンクリート⽚
(6x5x2cm、約150g)が反対側の⼯区の作業員の右手に当たり、
腫れ等の軽度の負傷を負った。

2 2⽉18⽇(水)
20:28

広島県
廿⽇市市 0 0 - 0 H

【⽕災】⾼速道路において、道路規制のため道路作業⽤信号炎管
(⽕薬量323g)を使⽤したところ、信号炎管の⽕炎により法⾯枯草
が着⽕し約280m2を消失した。

3 3⽉4⽇(水)
16:05頃

岐阜県
恵那市 0 0 - 0 H

【⽕災】⾼速道路において、道路規制のため道路作業⽤信号炎管
(⽕薬量約128g)を使⽤したところ、強風にあおられて信号炎管の
⽕炎により法⾯枯草が着⽕し約140m2を消失した。

3件 0 0 - 0

3. その他
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 3⽉24⽇(⽕)
09:25頃

静岡県
静岡市 0 0 - 0 C2

【発⽕】倉庫が⽕災となり、倉庫に保管されていた⽕薬類収納容器
内の残渣を分析したところ、ニトログリセリンの含有が認められた。30
年以上前から保管されていた⽕薬類の成分であるニトログリセリンが
自然分解し、自然発⽕に至ったと推定された。

2 4⽉23⽇(木)
15:53

⿅児島県
いちき串木野

市
0 0 - 0 H

【その他】鉱山から出荷した鉱⽯中に含水爆薬の残⽕薬(爆薬がほと
んど残っていない40mm径500gの包装品)が発⾒され、鉱山担当
者により回収・処分された。

2件 0 0 - 0
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傷
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傷
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(煙火)
1. 消費中
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 1⽉1⽇(木)
00:00

⻑野県
飯田市 0 0 - 0 H

【⿊⽟】神社の奉納煙⽕で煙⽕(4号⽟まで)を打ち揚げたところ、
2.5号⽟1発が⿊⽟となり、翌朝、消費位置から40m(安全距離
外)の未舗装道路上で⼀般⼈により発⾒された。

2 2⽉1⽇(⽇)
11:34分

静岡県
川根本町 0 0 - 0 H

【⽕災】神社祭典において煙⽕(3号⽟)を打ち揚げたところ、点⽕に
⽤いた種⽕が筒外に⾶散し、茶畑の下草に着⽕して延焼し、下草
及び茶の木約16m2を焼失した。

3 2⽉10⽇(⽕)
20:31頃

千葉県
浦安市 0 0 - 0 H

【⿊⽟】テーマパークのショーで打ち揚げた4号⽟が⿊⽟となり、消費
位置から120m地点(安全距離外)に落下したのを監視員が確認
し、ショーの終了後速やかに回収した。

4 2⽉19⽇(木)
07:00頃

北海道
勇払郡
占冠村

0 1 - 0 C1

【その他】スキー場において、⼈⼯雪崩を発生させるために雪崩制御
⽤煙⽕(3号⽟相当)を消費しようとしたところ、点⽕後、作業者が導
⽕線に⽕が⼊っているか確認しようとしていたため、煙⽕が距離約1m
の顔⾯近くで爆発し、右眼球破裂等の重傷を負った。作業者は煙
⽕保安講習を受講していなかった。

5 3⽉7⽇(土)
20:28頃

東京都
江東区 0 0 - 0 H

【⽕災】セレモニーの⼀環で海上の台船から煙⽕(2.5号⽟まで、中
国製)を打ち揚げたところ、消費位置から約165m(安全距離外)の
陸上の芝地の芝に着⽕して、約8.3m2を焼失した。

6 3⽉28⽇(土)
18:25

滋賀県
米原市 0 0 - 0 H

【⽕災】スキー場におけるイベントの最後に、煙⽕⽟(4号⽟まで、中
国製)や小型煙⽕を消費したところ、煙⽕の⽕により消費位置から約
40m(安全距離内)のスキー場斜⾯の4箇所が⽕災となり、下草約
2,000m2を焼失した。

7 4⽉11⽇(土)
19:03

静岡県
静岡市 0 0 - 0 C2

【⽕災】港で⾏われたイベントで煙⽕(4号⽟まで、⼀部中国製)を打
ち揚げたところ、風の影響で煙⽕の燃え殻が遠方まで⾶散し、消費
位置から約137m(安全距離外)のホテルの3階バルコニーに置かれ
ていた箒や防水シート等が焼損した。

8 4⽉11⽇(土)
20:50

岐阜県
岐阜市 0 0 - 3 C1

【その他】神社の祭礼で手筒煙⽕(薬量220g)を消費したところ、不
適切な消費方法が原因で、従事者3名が手掌や顔⾯に⽕傷を負っ
た。

9 4⽉18⽇(土)
19:43

愛知県
豊川市 0 0 - 1 C1

【異常燃焼】神社の祭礼で手筒煙⽕(薬量2,400g)を消費したとこ
ろ、燃焼の最後に筒の側⾯が破裂し、従事者が軽い⽕傷と打撲を
負った。

10 4⽉19⽇(⽇)
19:45

宮城県
仙台市 0 0 - 0 H

【低空開発】野球場に隣接する競技場のフィールド内で煙⽕を打ち
揚げたところ、低空開発が2回発生し、競技場内建屋のガラスに燃え
カスが付着し、フィールド内芝生を若⼲焼失した。

10件 0 1 - 4

(がん具煙火)
1. 消費中
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 3⽉27⽇(⾦)
15:50頃

兵庫県
神⼾市 0 0 - 0 H

【⽕災】中学生が公園の駐⾞場法⾯下の溝に溜まった枯草に向かっ
て、がん具煙⽕(平⽟)を使う玩具銃で遊んでいたところ、枯草に着
⽕、延焼して法⾯783m2を焼失した。

2 4⽉8⽇(水)
18:30頃

愛知県
名古屋市 0 0 - 0 H

【⽕災】男児が共同住宅のベランダでがん具煙⽕(手持ち花⽕)で遊
んでいたところ、使⽤済みのがん具煙⽕が落下してベランダ下の地上
の枯草を焼失した。

2件 0 0 - 0

合計

傷

傷
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2. 玩弄中
番号 発生⽇時 発生場所 死 級 事故概要

1 4⽉14⽇(⽕)
15:53

京都府
京都市 0 0 - 1 C1

【その他】障害者福祉施設の駐⾞場において、施設利⽤者が⾞両
内で緊急保安炎筒を点⽕したため、本⼈が⽕傷を負い、⾞両内の
助手席シートやリュックサック等を焼損した。

1件 0 0 - 1

(参考)
1. ⽕薬類の喪失・盗取等
番号 発生⽇時 発生場所

1 2⽉16⽇(⽉)
09:00

福島県
⻄郷村

2 2⽉17⽇(⽕)
05:23

宮城県
仙台市

3 4⽉9⽇(木)
10:30頃

福岡県
嘉麻市

3件

【喪失】⽕薬類製造⼯場内で、⽕管に撃発雷管を圧⼊した⽕管⽤部品39個を⼯程確認
発⽕試験⽤試料として抜き取り、試験担当部署の⼯室内のデシケータに保管していたとこ
ろ、3⽇後の朝、試験担当者がデシケータを確認したときに⽕管⽤部品が無くなっていることを
覚知した。それから約1か⽉後、別の⼯室の試験済み部品処分⽤の水蓄⽤⾦属管に⼊って
いるのが発⾒された。
【喪失】⽕薬類製造⼯場から宮城県仙台市へ出荷した自動⾞⽤緊急保安炎筒2箱中1箱
(50本⼊り)が所在不明となっていることが、運輸会社の仙台⽀店での荷下ろし時に発覚し
た。

【喪失】⽕薬類消費事業者から、爆薬及び電気雷管の⽕薬類譲受許可証を紛失したこと
が、県及び警察へ報告された。

合計

傷

合計

事故概要


